
効率化、省力化、自動化引き出しを増やすベースとなる考え方
ハヤサ、正確さ、一定のクオリティ 手数を少なく

ほかの人にもわかること データの共有 環境の共有

申し送り
（制作メモ）

バックアップ

ブログや
SNSでの共有

検証、プリフライト

（共有と流用）

チーム

“一ヶ月先の
　自分は他人”

マウスオーバーや「現在のカテゴリ」など、
ほぼ同様で、一部のみ異なる
バリエーション展開

シンボル的な意味合いもあり

“チカラワザ”でがんばりすぎない

ソフトウェアには
バグ（不具合）がつきもの

デフォルトを尊重しすぎず、
同様の操作には、
同じキーボード
ショートカットを与える

複数ファイルに対して一括で適用する

Photoshopのみ

「あ、ここで使うんだ！」
“使いどころ”を知る
（想定外の場面で活きることも）　

手順のマニュアル化

知見の“収れん”

ヒヤリ・ハット ムリ・ムダ・ムラ

複数のアプローチが
ある場合、
そのプロコンを共有する

コスト意識


